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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年３月９日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお
知らせいたします。 
 

記 
１． 業績予想の修正について 

 
平成 30年 11 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 29 年 12 月 1 日～平成 30年 5月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 3,750 35 65 255 146.92 

今回修正予想（Ｂ） 3,517 △43 2 234 134.90 

増減額（Ｂ－Ａ） △233 △78 △63 △21  

増減率（％） △6.2 － △96.9 △8.2  

(ご参考)前期第２四半期実績 
（平成 29 年 11 月第２四半期） 

3,412 △129 △15 △22 △12.89 

※当社は平成 29年６月１日付で普通株式 10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の 

期首に当該株式併合が行われたものと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 
平成 30年 11 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29年 12月 1 日～平成 30年 11 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 8,400 200 260 370 213.20 

今回修正予想（Ｂ） 8,150 170 240 390 224.73 

増減額（Ｂ－Ａ） △250 △30 △20 20  

増減率（％） △3.0 △15.0 △7.7 5.4  

（ご参考）前期実績 
（平成 29年 11 月期） 

8,304 234 373 193 111.73 

※当社は平成 29年６月１日付で普通株式 10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の 

期首に当該株式併合が行われたものと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 
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平成 30年 11 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 29 年 12 月 1 日～平成 30年 5月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 3,730 35 60 250 144.04 

今回修正予想（Ｂ） 3,492 16 49 262 150.95 

増減額（Ｂ－Ａ） △238 △19 △11 12  

増減率（％） △6.4 △54.3 △18.3 4.8  

(ご参考)前期第２四半期実績 
（平成 29 年 11 月第２四半期） 

3,360 △133 △13 △21 △12.22 

※当社は平成 29年６月１日付で普通株式 10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に 

当該株式併合が行われたものと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

 
平成 30年 11 月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 29 年 12月 1 日～平成 30 年 11 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 8,360 200 250 360 207.44 

今回修正予想（Ｂ） 8,100 280 335 445 256.42 

増減額（Ｂ－Ａ） △260 80 85 85  

増減率（％） △3.1 40.0 34.0 23.6  

（ご参考）前期実績 
（平成 29年 11 月期） 

8,237 245 393 206 118.84 

※当社は平成 29年６月１日付で普通株式 10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に 

当該株式併合が行われたものと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

２．修正の理由 

発電プラント用バルブの製造販売およびメンテナンスを主要事業とする当社グループにおきましては、主に

原子力関連において受注済案件の売上計上時期が流動的であり、正確な業績予想数値の算出が困難な状況にあ

ります。 
このような状況の下、当第２四半期連結累計期間における業績は、バルブ事業におきましては当初の計画を

上回り堅調に推移しておりますが、メンテナンス事業において、原子力発電所向け点検工事の工期変更により

売上の一部が下期に繰延べとなったことから、売上高は前回発表予想数値を下回る見通しです。また、損益面

におきましても、メンテナンス事業における売上高減少のほか、連結子会社における製造コスト上昇が起因し、

前回発表予想数値から減益となる見込みです。 
これらのことから、利益面の一部において前回発表いたしました業績予想数値を大幅に下回る見込みとなり

ましたので、第２四半期連結および個別の業績予想数値を修正するものであります。また、通期におきまして

も柏崎刈羽原子力発電所６号機向けの震災対策工事が次期に繰延べとなったこともあり、連結、個別ともに業

績予想数値を見直しましたので、上記のとおり修正いたします。 
 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

以 上 
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